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本研究では、アルミニウム関連製品の生産工程や加工条件を最適化し、生
産効率や環境負荷の改善を図ることで、付加価値の高い製品を開発すること
を目的とする。本報では環境負荷の現状把握のため、ライフサイクルアセスメ
ント（LCA）によりアルミニウム合金の切削工程における二酸化炭素排出量の
定量的な評価を行った。

評価した製品とマシニングセンタ

評価したマシニングセンタ

本加工工程における二酸化炭素排出量の定量的評価が可能になるととも
に、排出量が大きくなる要因を明らかにすることができた。

評価したアルミ製製品

評価したマシニングセンタによる
切削加工のプロセスフロー
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